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通訳ガイドというおしごと
本日の内容

1. 通訳ガイドの現場（仕事内容）

2. 通訳ガイドを取り巻く現状

3. 通訳ガイドのマーケティング

4. 通訳ガイドで食べていくために

5. 通訳ガイドの将来性

6. 質疑応答



１．通訳ガイドの現場（仕事内容）

お客様の分類
1. FIT（個人客）
2. グループ
3. インセンティブ（MICE）
4. クルーズ
5. スルーか、スポットか

ガイド内容の多様化
1. 訪問地の多様化（ゴールデンルート→地方）
2. 旅行スタイルの多様化（JRパスを使用して旅行）
3. 体験プログラム（茶道、武道、農業…）
4. テーマのある旅（祭り、アニメ、ゴジラ、登山…）
5. イベントのアテンド



２．通訳ガイドを取り巻く現状

通訳ガイドの収入

＝就業日数×日当＋チップ

















３．通訳ガイドのマーケティング

通訳ガイド＝独立した企業と捉える

→マーケティングが不可欠

マーケティングとは

「誰に、どんな商品を提供するか」

・顧客は誰か？

・商品は何か？ どうやって商品力を高めるか？



顧客は誰か？ ①仕事の流れ

旅行会社、ホテル、

ガイド団体、派遣会社…

通訳ガイド

外国人観光客



顧客は誰か？ ②発注の流れ

外国人観光客

現地旅行会社

ツアーオペレーター
（日本の旅行会社）

通訳ガイド



旅行会社に対する接し方

• 旅行会社は仕事を下さるお客様

• 営業活動（9割のガイドはできていない！）

• ツアーは旅行会社の収入源

（売上－経費＋手数料＝利益）

• ツアー後の報告



商品は何か？

旅行要素

通訳ガイド（ギャップを埋める）

外国人旅行客の期待・理解

食事・買物歴史・文化
自然・
気候 地理・

移動



商品を構成するもの

• 日本の地理、歴史、文化等に対する幅広い知識

（通訳案内士試験で求められる内容＋α）
• 添乗業務

• 通訳業務

• 企画業務

• おもてなし



４．通訳ガイドで食べて行くために

• とにかく仕事を受ける

（実践しないと学べない）

• 長期ツアーを中心にする

（日帰りの仕事だけで200日は厳しい）

• シリーズ物を逃さない

（旅行会社・通訳ガイド、双方が楽）

• 同じお客様からのリピートを獲得する

（気心の知れたお客様）



５．通訳ガイドの将来性

メリット

• インバウンドは成長産業

• 定年がない（86歳の現役ガイド）

• 組織に縛られない

• 自分のペースで仕事ができる

デメリット

• 収入の保証がない

• 国家資格なのに国が保護してくれない



通訳ガイドはインバウンドの最前線

通訳

ガイド

ショップ

飲食店

ホテル

観光施設

交通機関

旅行会社



通訳ガイドを中心に新たな事業展開

？ ？

通訳

ガイド
？

既存の商品
（通訳ガイド）

既存の市場
（旅行業界）

新しい市場
（外国人直接、
飲食店、
ショップ、
観光施設…）

新しい商品
（通訳、ツアー企画、ガイド教育…）



ご静聴ありがとうございました！

通訳ガイドで
生活できるよう
がんばりましょう！
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